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１．はじめに 
 『日本言語地図』（以下 LAJ）の目的や基本的な考え方は，再録した「『日本言語地図』
のデータベース化」（p.165）および本報告書の熊谷（p.111）に記してある。また，『日本
言語地図』データベース（LAJDB）の詳細については，別途に「『日本言語地図』データ
ベース 解説」を作成する。ここでは上述の記述への補足を含め，簡単に概要を示す。 
 
２．データベースの構築状況 
 
図１ 『日本言語地図』データベースの構築状況 
（調査項目数に対する各処理段階の済んだ項目の割合） 
 
 LAJDB は，1999 年頃から本格的に取り組みはじめた。現在の状況は上の通りであり，整
備完了の項目は 119 項目，全調査項目数に対する割合は 43％，LAJ として地図化，刊行さ
れた項目 240 項目に対しては 49％である。 
 
３ 画像データベース 
 山カードの表面，裏面，語彙カードの表面，裏面の画像と対応する文字データをデータ
ベース化してある。LAJDB の画像データベースの文字データの項目は，「カード番号」，「項
目番号」，「地点番号」，「面記号」「見出し語形数」，「県名」，「備考」，「項目名」，「語形（LAJ
凡例）」，「画像ファイル名」である。「備考」には，データやデータベース化の作業に関わ
る注記が入力してある。 
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 画像データベースはファイルメーカを利用して作成してある。データベースの提供形態
や利用方法の詳細は，後述の LAJDB の公開ページ（および別途に作成する「『日本言語地
図』データベース 解説」）に記す。 
 
図２ 山カード サンプル画面 
 
 
図３ 語彙カード サンプル画面 
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４． 文字データ（EXCEL ファイル） 
文字データは目的に合わせて使いやすいように，形式１と形式２の２通りの形で作成した。 
 形式１：１地点，１レコード，複数回答の場合は，語形欄に複数回答 
 形式２：１地点，複数レコード，複数回答は回答毎に１レコード。回答欄は１語形のみ 
 
 
図４ エクセルファイル（形式１） 
 
 
図５ エクセルファイル（形式２） 
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５．凡例語形の文字データのコーディング 
 ASCIIで入力できる LAJの凡例欄の表記はそのままであるが，一部の音声記号による表
記の部分は基本的に GAJのコーディングと同様のシステムに従いながら，必要に応じて一
部に改変を加えて入力した。必要に応じて表記に関する注記を加え，データの README
等に記載した。これらは，まとめた上で「LAJDB解説」に記載する。 
 
６．基礎図・参考図の電子地図 
 LAJDBのデータを利用して分布図を作成，分析する際に利用するため，基礎図の電子化
と参考図（近代道路図，地勢図，藩領図）を電子化した。ファイル形式は GIS等で標準的
に用いられるシェープファイル形式と Adobe Illustrator形式（AI形式）のものを作成した。 
 シェープファイルは，LAJの制作年を考慮して，日本測地系で作成した。シェープファ
イルは，基礎図，参考図合わせて，海岸線，都道府県支庁界，湖，mesh_小，mesh_大，調
査 PT（位置調整済み），poi2mesh（地点番号から機械的に展開した場合），都市，道路，
藩都，藩領，地勢_山系，地勢_水系，河川名を作成した。詳しくは「LAJDB解説」で説明
するので，ここでは，一部のイメージを示すのみに留める。（図６） 
 AIファイルは，シェープファイルを元に作成し，北海道，奄美・沖縄などをカットして
配置したものである。LAJの地図の配置に近づけた形で作成してある。GAJのプラグイン
の利用を考えたものであるが，各調査地点には６桁の地点番号を持たせてあり，GAJの白
地図にあるような２桁の地点コードを介在させず，６桁の地点番号で直接対応づけるよう
にしてある。図７に基礎図に対応するもの，図８に近代道路図のレイヤーの一部を示す。 
 
 
図６ シェープファイルの表示（mesh_大，海岸線，都道府県支庁界，調査 PT） 
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図７ Adobe Illustrator形式（AI形式）の基礎図（白地図）の表示（レイヤーを選択表示） 
 
 
図８ Adobe Illustrator形式（AI形式）の近代道路図の表示（レイヤーを選択表示） 
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７．関連情報のデータ 
 『解説』所載の表を入力したデータを作成してある。 
（1）地図番号，調査項目番号の対応表，（2）調査地点一覧にある被調査者のフェース
シート情報（個人名無），（3）調査項目の履歴と分類，（4）調査地域表（後期計画で調
査する地域しない地域を分けた項目と地域の関係），（5）行政単位別調査地点数，（5）
調査票質問文，（6）調査者リスト 
 
８．公開済みの LAJ 関連のデータ 
 LAJ の関連データとして，過去に国立国語研究所「日本語情報資料館」のコンテンツと
して作成し，現在も，国立国語研究所 HP上で公開しているものに次のものがある。いずれ
も，画像を PDF ファイルで公開した。（LAJDB の公開ページからもリンクする。） 
（1）『日本言語地図』地図画像，（2）『日本言語地図』解説，（3）『日本言語地図』調査
票，（4）『日本言語地図語形索引』，（5）『日本言語地図注記一覧』 
 
９．LAJDB 処理済み 119 項目一覧 
 データベースとして利用可能になった 119 項目の一覧を示す。 
 
  表１ LAJDB処理済み 119項目一覧（項目番号順） 
 
１０．LAJDB の公開 
 本プロジェクト（「大規模方言データの多角的分析」）のホームページ 
  （http://www.ninjal.ac.jp/research/project/b/daikibo/） 
 に公開に関する情報を掲載する。 
 
（付記）LAJDBは科学研究費研究成果公開促進費（データベース）〔平成 13,14,15,16,17,20
年，『日本言語地図』データベース（研究代表者：熊谷康雄）〕の補助を得た。 
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